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学力調査・体力調査報告  
 
今年度も学力調査・体力調査を行ってきました。校内で学力向上委員会や体育行事委員会が

結果を分析し、日々の指導に生かしています。また、次年度の学習の計画・指導に生かして参
ります。 

４月に全国の６年生を対象とした全国学力・学習状況調査が、７月には東京都の５年生を対
象とした児童・生徒の学力向上を図るための調査が行われました。どちらの調査についても９
月以降に個々の結果を５・６年生の保護者にお配りしました。学年の結果は以下の通りです。 

 
 
平成３１年度・令和元年度 全国学力・学習状況調査（６年） 

平均正答率 ４月１８日実施 

 

  
  

国 語 話すこと・ 
聞 く こ と 

書 く こ と 読 む こ と 言 語 文 化 

大六小 71.0 79.4 57.1 87.3 64.1 

全国 63.8 72.3 54.5 81.7 53.5 

東京都 65.0 73.1 55.4 83.0 55.7 

 

   算 数 数と計算 量と測定 図 形 数量関係 考 え 方 技 能 知識･理解 

大六小 74.0 70.3 62.4 85.7 75.3 70.4 83.3 69.8 

全国 66.6 63.2 52.9 76.7 68.3 62.2 73.6 70.1 

東京都 70.0 66.7 57.5 79.0 72.2 65.5 77.2 72.7 

 
 
 
（国語） 

全ての項目で国･都の平均を上回っています。特に「言語文化」の得点が高いという結果でした。 

今後も引き続き確実な基礎・基本の定着とともに、主体的に伝え合う力を伸ばしていきます。 

 

（算数） 

知識･理解で都平均を下回ったものの他の全ての項目で国･都の平均を上回っています。「量と測定」

では大幅に平均を上回りました。習熟度別少人数指導を生かし、計算の技能や基本的な知識理解など、

基礎・基本の定着を図り、その力を活用できるよう指導をさらに充実させていきます。 

 
 
 
 
 
 

 



 
平成３１年度・令和元年度 東京都  
 

児童・生徒の学力向上を図るための調査（５年） 
平均正答率 ７月４日実施 

 

  
  

教科の内容 

合 計 思考･判断･
表現 

技能(国語：
話す･聞く) 

知識・理解
(国語：言語） 

読 む 

国
語 

大六小 70.1 69.3 69.3 71.9 68.4 

東京都 67.6 65.3 70.4 67.4 67.4 

社
会 

大六小 73.0 70.9 73.9 73.6   

東京都 66.7 63.5 66.8 70.6 

算
数 

大六小 64.0 49.0 69.9 72.3   

東京都 60.1 47.2 65.0 67.6 

理
科 

大六小 60.9 56.3 70.2 60.3   

東京都 56.8 53.0 67.0 55.0 

 

 

（国語） 

ほとんどの項目で都の平均を上回りましたが、「話す･聞く」は都の平均を下回りました。自分の考え

を伝えることはできるようになってきましたが、相手の言いたいことを理解して聞くことに課題が見ら

れました。グループでの話合いや発表の中で、相手の考えに付け足しをしたり、質問をしたりしながら

話し合う力を養っていきます。 

 

（社会）  

全ての項目で都の平均を上回りました。今後も、単元の振り返りをそれまでの学習結果を活用して記

述させたり、社会事象の意味について考えさせたりすることを通し、つながりを意識した学習を進めて

いきます。 

 

（算数）  

全ての項目で都の平均を上回りました。思考・判断・表現の領域は平均を上回ったものの、課題もあ

ります。ただ計算するだけでなく、なぜそのような計算にしたのか説明できるような学習を進めていき

ます。 

 

（理科） 

全ての項目で都の平均を上回りました。獲得した知識・理解を、実験などの具体的な事象と結びつけ

を意識した学習を進めていきます。 

 

 

（まとめ） 

どの教科においても、問題の意図を正確に読み取り考えたことを表現する力が求められています。 

こうした力が育つよう、学習のめあてを意識し、問いに対する予想や自分の考えを書いたり、友達と話

し合ったりして深め、学んだことを自分の言葉でまとめるという活動を日々のどの教科でも大切にして

いきます。 

 

 

 

 


